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去る３月に神戸市で第18回国際海藻シンポ

ジウムが開催されました。同シンポジウムは３

年ごとに開催され、海藻関係の学術会議として

は歴史も規模も世界最大で、今般は47カ国600

名余りが参加し360題の研究が発表されまし

た。その開会式で、大会長賞にあたる、マリナ

グ国際賞を受賞したのでご報告します。本国際

賞は西澤一俊東京教育大学名誉教授、大野正夫

高知大名誉教授に次いで日本人では３人目の栄

誉だそうで、少々驚いております。授賞対象と

なったのは、３年前のノルウェー・ベルゲン市

で開催された同シンポジウムで発表し、昨年、

国際学術雑誌に論文が掲載された「大間崎にお

ける寒暖海性コンブ類の分布と生育量の変化、

Recent fluctuations in distribution and
biomass of cold and warm temperature

species of Laminarialean at Cape Ohma,
northernmost of Honshu, Japan」です。大
間崎の長期的水温上昇がツルアラメなどの雑

海藻の繁茂に影響したことを著したもので、

センターだより95号から100号に連載した

「磯焼けと対策」シリーズにも内容の一部が

書かれております。これまでの地道な調査が

評価されたものであり、この場をお借りして

調査にご協力いただいた多くの方々、また、

水温を解析していただき昨年３月に当所を退

職された共著者の仲村俊毅さんに、深く感謝

申し上げます。

これを励みに、これからも積極的に磯根資

源の増養殖技術開発に取り組みたいと考えて

おりますので、今後ともよろしくお願いいた

します。

栄えある国際賞の受賞を祝す

マリナグ国際賞を受賞して

磯根資源部長　桐　原　慎　二

なお、賓陽塾に関する詳細については、当所のホームページの「賓陽塾」に掲載しておりますので、是非ご覧ください。

開催月日 研 修 内 容 講 師 名 実 習 内 容

「賓陽塾」研修実績

５月15日（火）

５月16日（水）

５月17日（木）

５月18日（金）

５月21日（月）

５月22日（火）

５月23日（水）

５月24日（木）

５月25日（金）

５月28日（月）

５月29日（火）

５月30日（水）

５月31日（木）

６月１日（金）

増 養 殖 研 究 所 概 要 説 明

ブ イ ロ ボ ・ デ ー タ の 見 方

イ ン タ ー ネ ッ ト の 活 用 １

視　　察　　研　　修（八戸、階上管内）

ア マ モ 場 の 増 殖 に つ い て

ホ タ テ 四 方 山 話

海 洋 観 測 の 話

栽 培 漁 業 の 話

視　　察　　研　　修（下　北　管　内）

イ ン タ ー ネ ッ ト の 活 用 ２

水 産 物 の 流 通 に つ い て

フ グ の 話

農林水産業に試験研究機関はどう役立つのか？

視　　察　　研　　修（外 ヶ 浜 管 内）

工藤浅海環境部長

浅海環境部　兜森研究管理員

浅海環境部　高坂主任研究員

桐原磯根資源部長

小坂ほたて貝部長

浅海環境部　小野寺主任研究員

浅海環境部　吉田魚類部長

浅海環境部　高坂主任研究員

魚　類　部　廣田技師

塩垣研究調整監

農林水産政策課　涌坪主幹

ロープワーク（端止め、基本結び）

ロープワーク（結びの復習、石からめ）

ロープワーク（石からめ）

ロープワーク（三打ちスプライス）

ロープワーク（三打ちスプライス）

ロープワーク（三打ちスプライス、漁具つくり）

ロープワーク（三編み）

漁業実習（篭入れ）

漁業実習（篭揚げ）

漁業実習（刺網入れ）

漁業実習（刺網揚げ）

ております。

６月現在までの、これまでの講義、実習の実績につ

いては表に示したとおりです。いかに、職員が頑張っ

ているか、よくおわかりでしょう。

この他、ここ数週の金曜日は県内各地の水産関係機

関・施設等を当所のマイクロバスを活用して訪問、見

聞を広める良い機会としております。

今 後 の 予 定

７月一杯まで上記の通常研修を行い、その後10月

まで選択研修に入ります。

これは希望者のみですが、具体的には各種の資格取

得のための研修、現地での漁業実習などとなっており

ます。


